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要　　　旨
縄紋時代中期末葉～後期初頭の綾瀬市伊勢山遺跡の土器付着物，同じく後
期前葉～中葉の綾瀬市上土棚南遺跡の土器付着物・炭化種実の炭素14年代測
定をおこなった。伊勢山遺跡敷石住居出土の深鉢土器は，加曽利 EIV 式と考
えられ，新地平編年では中期末葉の13b 期に比定される。較正年代は，2698～
2462cal BC に含まれる年代である可能性が87. 8 ％と最も大きく，中期末葉
との位置づけと矛盾はない。上土棚遺跡の試料の測定値を土器型式の古い順
に較正年代をみると，堀之内 2式の KAK- 8 は2140～1920cal BC（95. 4 ％），
KAK-10は2050～1880cal BC（89. 9 ％），加曽利 B1式の KAK-19は2150～1950cal 
BC（90. 4 ％），加曽利 B1式の遺構に伴う炭化材 KAK-165は1990～1740cal BC
（91. 1 ％），同じく果皮の KAK-C2は1980～1740cal BC（91. 9 ％）に含まれる
年代の可能性が高い。KAK-19はやや古い年代値が測定されており，安定同位
体比などの検討が必要である。これらの結果は，中期末葉～後期中葉のはじめ
にかけての重要な測定結果となった。今後とも測定値を蓄積し，実年代の推定
を果たしたい。
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1 ．研究の目的と方法
本誌に掲載した旧稿（2015，2016a）にて論じてきたように，筆者は，縄
紋時代（小林2004）を中心に，日本列島の先史時代の年代研究を進めてき
た。土器型式編年研究を基とした相対的年代序列の順序に従って，土器
付着物や遺跡出土の木材，炭化材，漆，種実等植物遺体などの炭素14年
代測定による較正年代を検討し，実年代での体系化を目的としてきた（小
林2015，2016a）。土器付着物については，安定同位体比と炭素量・窒素量
の比率を検討し，土器で何を煮炊きしたかなどの調理物・内容物の由来
について考えを重ねてきた（坂本ほか2007，工藤2012，國木田ほか2012，小林
2014a）。
本稿では，縄紋時代中期末葉から後期初頭の資料として綾瀬市伊勢山遺
跡の土器付着物，同じく後期前・中葉の資料として綾瀬市上土棚南遺跡の
土器付着物・炭化種実の炭素14年代測定について検討を加える。ともに綾
瀬市教育委員会の所蔵資料であり，過去に資料の利用許可を得て試料採取
から炭素14年代測定を一連の作業としておこなったので，この機会に測定
結果の報告をおこない，あわせて南西関東地方における縄紋時代土器編年
に対する年代測定成果からの検討課題を示すこととした。
2．測定試料について
測定対象試料は，綾瀬市教育委員会が調査し，所蔵している伊勢山遺
跡・上土棚南遺跡（図 1 ）から出土した土器に付着していた炭化物である
（表 1 ）。両遺跡は，神奈川県中央部に位置する綾瀬市内に所在する。2003
年 7 月に，綾瀬市教育委員会において，許可を得て小林が採取した。こ
のうち，表 1の報告書図番号に番号を記す資料は，各調査報告書（綾瀬市
教育委員会2008，2012）に掲載されている土器資料である。以下に，遺跡と
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1 ．伊勢山遺跡， 2．上土棚南遺跡
国土地理院発行 1 /50,000地形図（藤沢）を基に作成された，綾瀬市2008, 
2012掲載の地図を改変・縮小して掲載（現縮尺・ 1 /100,000）
図 1 　綾瀬市伊勢山遺跡・上土棚南遺跡の位置
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測定対象試料付着土器資料の概要を記す。土器型式は，中期末～後期初頭
については今村啓爾（1977），鈴木徳雄（1991・1998・2000），石井寛（1992）
らの称名寺式土器編年や稲村晃嗣（1990），千葉毅（2013）らの加曽利 E 系
土器の研究を参照しつつ，多摩武蔵野地域縄紋時代中期土器編年（いわゆ
る「新地平編年」（黒尾・小林・中山1995，小林・中山・黒尾2004））を基軸とし
た小林の判断による時期設定をおこなった。後期堀之内 2式土器について
は，石井寛（1984），加曽利 B 式については鈴木正博（1980），安孫子昭二
（1981），大塚達朗（1983）の編年研究を参照しつつ型式比定をおこなった。
　 1）　伊勢山遺跡出土土器付着物（図 2～ 3 ）
伊勢山遺跡は，綾瀬市早川に所在する。相模川水系に属する目久尻川中
流域東岸台地縁辺部に位置し，宅地造成などに伴い2005年までに 5次にわ
表 1　測定対象試料一覧
試料名 遺跡名 出土区 報告 種類 部位 土器型式
KAI-1 伊勢山
遺跡
J1敷石住居址奥壁
部床面やや上～縁
辺礫中
報告 9  　84
図 1
土器付着
物　焦
底内 縄紋中期
加曽利E4式
KAK-8 上土棚
南遺跡
5次， D ・ E - 4グ
リッド， 3住居址・
4掘立周辺
報告 6　158
図150
土器付着
物　吹
胴外 縄紋後期
堀之内 2式
（中）
KAK-10 上土棚
南遺跡
7次， 1号焼土址 報告 6　  7
次 4 図 3
土器付着
物　煤
胴外 縄紋後期
堀之内 2式
（中）
KAK-19 上土棚
南遺跡
5次，E-3グリッド 報告 6　185
図456
土器付着
物　焦
胴内 縄紋後期
加曽利B1式
（中）
KAK-165 上土棚
南遺跡
5次， 4号住居址，
ピット 8
炭化材
（環孔材
か）
縄紋後期
加曽利B1式
（古）
KAK-C2 上土棚
南遺跡
5次， 4号住居址 種実ﾂﾌﾞﾗ
ｼﾞｲ
果皮 縄紋後期
加曽利B1式
（古）
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図 2　 綾瀬市伊勢山遺跡 J1敷石住居および測定対象とした出土土器（KAI-1）
（図は綾瀬市2012）
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図 3　 綾瀬市伊勢山遺跡 J1敷石住居出土土器（KAI-1）（縮尺 1 / 4 ）
（図は綾瀬市2012）
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たり発掘調査された（綾瀬市2012）。
今回，測定対象とした土器付着物は，綾瀬市教育委員会による第 5次発
掘調査において出土した敷石住居出土土器付着物を，小林が実見し採取し
たものである。土器付着物は 2点を採取したが， 1点は状態が不良であ
るため，AMS 測定のための処理は保留した。測定対象とした試料の試料
記号はKAI-1（KAは神奈川県綾瀬市の略）とした。敷石住居は，柄鏡形を呈
し，規模は長軸5.6m，短軸3.85m，主軸方向は N65°E，張出部で確認され
た壁高は14.5～19.5cmと報告される（綾瀬市2012）（図 2 ）。測定対象の炭化
物が付着していた土器（図 3 ）は，敷石住居の主体部奥壁部の敷石面（床面）
から若干浮いた位置で一括して出土し，一部の破片が住居縁辺部の礫の中
に混じって出土した土器で，敷石住居生活時か廃棄時に置棄した土器と思
われる。口唇の一部が小波状に突出する微隆起線により区画された幅狭の
口縁部無文帯と，胴部に一帯の文様帯を配する，胴中位のくびれた深鉢形
土器である。胴部文様帯に微隆起線による対向U字状モチーフおよび円形
モチーフを配し，その中に LR 単節縄紋を縦位に充塡施文する。炭素14年
代測定は，土器底部近くの胴下端内面の付着物を対象とした。
　 2）　上土棚南遺跡出土炭化物および土器付着物（図 4～ 7 ）
上土棚南遺跡は，綾瀬市の東南端に所在する。比留川が蓼川と合流する
地点南側の舌状台地縁辺部に位置し，宅地造成などに伴い2001年までに 7
次にわたり発掘調査された（綾瀬市2008）。
今回，測定対象とした土器付着物は，綾瀬市教育委員会による第 5次発
掘調査において出土した出土土器付着物および 4号住居に伴って出土した
種実と柱穴出土炭化材を，小林が実見し採取したものである。土器付着物
の試料記号はKAK（KAは神奈川県綾瀬市の略）とし，土器付着物の試料20点，
炭化材 1点，種実 1点を採取した。前処理の結果， 8，10および19以外の
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図 4　綾瀬市上土棚南遺跡　測定試料出土遺構（綾瀬市2008より）
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図 5　綾瀬市上土棚遺跡測定対象試料付着土器（綾瀬市2008より）
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図 6　綾瀬市上土棚南遺跡測定対象試料（綾瀬市2008より）
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図 7　綾瀬市上土棚南遺跡測定対象とした土器付着物（綾瀬市2008より）
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土器付着物試料は遺存状態が不良で，炭素量が不足することが予想された
ため AMS 測定は保留した。対象とした遺構は図 4，対象とした土器など
の試料は図 5， 6，付着炭化物については図 7に示す。
KAK-8は， 5次調査D-4からE-4グリッドの包含層（E-4に 3 号住居，D-4
に 4 号掘立柱建物跡が位置する）出土大型土器片で，朝顔形深鉢で口縁上部
に横走隆線で区画し，胴部上半に沈線で横位区画し，三角形区画内に LR
単節縄紋を充塡している。付着物は，胴上部外面に吹きこぼれまたは煤状
に付着していた。
KAK-10は， 7次調査 1号焼土出土の土器片で，胴部は三角形区画を配
し，区画内に LR 単節縄紋を充塡している。付着物は，胴上部外面に煤状
に付着していた。 1号焼土は周辺にピットを配し，堀之内 2式期の住居跡
の可能性が報告者によって指摘されるが，調査区が小規模であるため確定
できなかったとされている。
KAK-19は， 5次調査 E-3グリッドの包含層出土大型土器片で，朝顔形
深鉢で口縁上部に横走隆線で区画し，胴部上半に沈線で横位区画し，三角
形区画内に LR 単節縄紋を充塡している。付着物は，胴部内面に煮焦げ状
に付着していた。
KAK-165は環孔材の樹幹と思われる炭化材片で， 5次調査 4号住居址
のピット 8内から出土，KAK-C2は同じく 4号住居内から出土した炭化種
実（ツブラジイ）の果皮を試料とした。 4号住居は，調査区外にほとんど
が拡がり全体像が不明であるが，いわゆる環礫方形配石遺構で，堀之内 2
式を主体とした遺物集中の調査後に東西2.7m，南北0.55m の範囲に小礫混
じりの焼土の拡がりが検出され，東西3.5m，南北1.3m の範囲でやや大形
の柱穴10本が検出されたと報告されている。堀之内 2式の遺物集中を切っ
て構築されており，報告書では堀之内 2式後半～加曽利 B1式の時期と推
定されている（綾瀬市2008）。
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3 ．測定試料の前処理
アセトン中で 5分間の超音波洗浄を 2回おこなった。この操作で，油分
や接着剤などの成分が除去されたと判断できる。
表 2　各試料の前処理における回収率
試料 番号 採取量 処理量 回収量 残存率（％）
KAI 1 110.0 110.0  57.28 52.1
KAI 2 28.5 28.5   2.09 7.3
KAK 1 29.0 29.0   0.00 0.0
KAK 2 12.0 12.0   0.00 0.0
KAK 5 16.0 16.0   1.00 6.3
KAK 6 15.0 15.0   0.27 1.8
KAK 7 59.0 59.0   0.83 1.4
KAK 8 269.0 107.0  61.26 57.3
KAK 9 18.5 18.5   0.39 2.1
KAK 10 25.2 25.2   4.08 16.2
KAK 13 26.5 26.5   1.00 3.8
KAK 16 43.0 43.0   0.70 1.6
KAK 17 20.5 20.5   1.36 6.6
KAK 18 8.5 8.0   0.32 4.0
KAK 18ad 36.6 36.6   0.83 2.3
KAK 19 17.0 17.0   2.92 17.2
KAK 22 6.5 6.5   0.66 10.2
KAK C2 多量 116.0  46.11 39.8
KAK 165 多量 224.0 117.74 52.6
註：採取量・処理量・回収量の単位は mg，KAK18は
最初の試料が少なかったため，再採取して18ad とし
た。
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酸―アルカリ―酸（AAA：Acid Alkali Acid）処理により不純物を化学的に
取り除く。その後，超純水で中性になるまで希釈し，乾燥させる。AAA処
理における酸処理では，1mol/ℓ（1M）の塩酸（HCl）を用い，アルカリ処
理では 1回目0.01M，2回目0.1M，3回目1Mの水酸化ナトリウム（NaOH）
水溶液を用いた。
試料重量（mg）および処理状況については，表 2に示す。回収後の試
料の計量時に肉眼で観察した結果では，一部に微量のミネラル分が含ま
れていたものの，概ね良好な炭化物が回収できたことを確認した。KAI-1
および KAK-8は，十分な量の炭化物が回収されたため，おおよそ1mg を
目安に安定同位体分析用に分取し，SI サイエンス（株）（旧社名：昭光通商）
に測定を委託した。残りの2mg以上の試料量を目安に加速器分析研究所へ
二酸化炭素精製およびグラファイト化の化学処理および AMS 測定を委託
するために送付した。
4．測定の化学処理工程
試料を燃焼させ，二酸化炭素（CO2）を発生させる。真空ラインで二酸
化炭素を精製する。精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し，
グラファイト（C）を生成させる。
この作業については KAK-10を除いて加速器分析研究所に委託した。
KAK-10については，国立歴史民俗博物館年代測定実験室坂本稔に委託し
た。KAK-10の燃焼に供した試料重量（EA使用量 mg）は3.90mg，回収した
CO2量より計算した炭素量（ガラスラインで回収した炭素量 mg）は1.99mgで，
回収率は51.0％であり，十分な量があると確認した。
グラファイトを内径1mm のカソードにハンドプレス機で詰め，それを
ホイールにはめ込み，測定装置に装着する。国立歴史民俗博物館年代測定
実験室坂本稔に委託した KAK-10のグラファイト化収率は83.8％と良好で
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あった。
5．AMS測定および測定結果と較正年代（図 8～10）
測定方法は，（株）加速器分析研究所（機関番号 IAAA）に委託した。
14C-AMS 専用の加速器装置を使用し，14C の計数，13C 濃度（13C/12C），14C
濃度（14C/12C）の測定をおこなう。測定では，米国国立標準局（NIST）か
ら提供されたシュウ酸（HOxⅡ）を標準試料とする。この標準試料とバッ
クグラウンド試料の測定も同時に実施する。
それぞれの試料について十分な試料量があるものは，前処理後の試料を
分取して（株）SIサイエンスに委託し，質量分析計により，安定同位体比
および炭素量・窒素量を測定した。
AMS による測定結果は表 3の通りである。表 3のδ13C 値は，同位体効
果補正のための AMS による試料炭素の13C 濃度（13C/12C）を測定し，基準
試料からのずれを千分偏差（‰）で表した測定値である。炭素14年代測定
値は， 1位の数値を切り上げ・切り捨てした数値で示すが，較正年代を計
算する際には 1位の数値をそのままにした値で計算した（表 3の較正年代
用）。
炭素14年代は通常，「較正曲線」と照合して暦上の年代に修正される。
暦年較正用の年代値として報告された，下一桁を丸めない
14C 年代を用い，
IntCal13（Reimer et al. 2013）に基づいて各試料の較正年代および確率密度
を算出した。確率分布は，図 8～10に示す。計算方法はベイズ統計（Ramsey 
et al. 2009, 今村2007）を利用した OXCal4.2により 1），2σの有効範囲で較正年
代（cal BC）を示した。
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表 3　炭素14年代測定結果
試料名 ラボコード
14C yrBP AMSd13C
KAI-1 IAAA30464 4030±50 -18.71±1.15
KAK-8 IAAA31106 3650±40 -26.38±0.8
KAK-10 IAAA41127 3600±40 -26.82±0.66
KAK-19 IAAA31107 3680±40 -27.41±0.66
KAK-165 IAAA30462 3540±50 -22.24±1.3
KAK-C2 IAAA30463 3530±50 -22.67±1.18
表 4 　較正年代cal BC（2σの有効範囲）
試料名 IntCal 13 2σ
KAI-1 2856 2812 6.1％ 2747 2725 1.5％ 2698 2462 87.8％
KAK-8 2140 1916 95.4％
KAK-10 2126 2090 4.0％ 2045 1877 89.9％ 1840 1827 1.0％ 1792 1784 0.5％
KAK-19 2195 2170 5.0％ 2147 1950 90.4％
KAK-165 2022 1991 4.3％ 1984 1744 91.1％
KAK-C2 2016 1997 2.1％ 1980 1740 91.9％ 1712 1699 1.3％
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図 8　綾瀬市内出土試料較正年代確率分布（ 1 ）
神奈川県綾瀬市内出土試料の炭素14年代測定研究
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図 9　綾瀬市内出土試料較正年代確率分布（ 2 ）
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図10　綾瀬市内出土試料較正年代確率分布（ 3 ）
神奈川県綾瀬市内出土試料の炭素14年代測定研究
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6 ．年代的検討
以下に，安定同位体比および酸素と窒素量からみた内面付着の焦げなど
土器調理物の由来（海洋リザーバー効果の影響の有無など）の可能性について
検討し，次いで較正年代から実年代比定について検討を加える。
　 1）　安定同位体比およびC/N比の検討
筆者らによるこれまでの検討により，縄紋・弥生時代の土器付着物で
は，炭素13安定同位体比が -24パーミルよりも重いものは，多くが共伴す
る炭化材等と比べて数百炭素年程度古い炭素14年代値が測定される（小
林・坂本・松崎2005）。これらは，海洋リザーバー効果の影響を受けている
ことが想定され，海産物の利用を示す指標となると考えられる（小林・坂
本2015）。今回は，土器付着物の量が十分でないものが多く，IRMS による
安定同位体比を測定できた試料は少なく，KAI-1および KAK-8の 2 試料で
ある。
KAI-1は，δ13C 値が -25.1‰，δ15N 値が1.1‰，炭素量63.7％，窒素量
1.8％，C/N 比 2）41.3である。KAK-8は，δ13C 値が -25.5‰，δ15N 値が
12.2‰，炭素量64.5％，窒素量2.7％，C/N 比27.9である。KAK-8はやや
δ
15N 値が大きく動物性に由来する可能性も否定できないが，総じて 2試
料とも陸性の植物質に由来する可能性が大きい。
　 2）　伊勢山測定結果と縄紋時代中期末葉～後期初頭の年代
中期末後期初頭の年代については，2015年度の本誌において横浜市稲ヶ
原遺跡の土器付着物の炭素14年代測定を報告し中期末葉～後期初頭の実年
代について考察した（小林2015）。
伊勢山遺跡敷石住居出土の深鉢土器は，ややしっかりした微隆起状の隆
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線で区画された中に単節縄紋が充塡されているが，隆線上には縄紋はかか
らず，むしろ隆線との間に僅かながら間隙があり隆線側を指でなでてから
その内側に充塡縄紋を施したと観察される。その特徴は，加曽利EV式（稲
村1990）ではなく加曽利 EIV 式と考えられ（千葉2013），新地平編年に照ら
すと13b 期に比定される（小澤2016）。類例としては，小澤の挙げる前原遺
跡 4号住居例のほか，三鷹市井の頭池Ａ地点 SIX-4とされる竪穴住居と考
えられる遺構の埋甕（IV-15図 1 ）（三鷹市2016）などが挙げられる。伊勢山
遺跡 SJ1敷石住居では，測定対象土器が最も大型の土器であるが，これ以
外の破片資料をみると加曽利 E4式（新地平編年13ab 期）のみであり，称名
寺式土器は含まれない（綾瀬市2012）。
この土器の内面下端に付着していた炭化物を測定対象としたのである
が，上述のように安定同位体比および C/N 比の結果をみると陸生の植物
を煮込んだ調理残滓である煮焦げ（小林正史の使用痕の観察による深鍋内面水
面下のコゲ（小林2016））と考えられる。炭素14年代測定値の較正年代をみ
ると，2698～2462cal BC に含まれる年代である可能性が87.8％と最も大き
い。この年代は加曽利E式後半期の年代に相当し，土器からみてこの年代
幅の中の新しい年代（小林2017での13期の比定年代は2590～2540cal BC）に近
いと考えられる。すなわち，称名寺式土器を共伴しないことおよび土器の
特長からみて，現在中期最終末に置いている新地平編年13期に属すると考
えてよいであろう。その年代が2460cal BCよりも古い年代に属することが
改めて確認できたと評価できる。すなわち，少なくとも縄紋時代中期終末
は，小林2014で実年代を比定した新地平13期以前の（称名寺式を伴わない）
明らかな縄紋時代中期の時期は，2470cal BC（4420cal BP）よりも古い年代
が含まれるということであり，今後称名寺 1式 1段階（新地平14a 期）・ 2
段階（新地平14b 期）の加曽利 EV 式を伴う段階，称名寺 1式 3段階（新地
平14c 期）さらに称名寺 1式中段階の 4段階（新地平15a 期）の，次第に加曽
神奈川県綾瀬市内出土試料の炭素14年代測定研究
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利E系土器が粗製土器として，在地化した称名寺式土器群の組成に組み込
まれる段階の中期末葉～後期初頭の各階梯の実年代を求めるべく，測定例
を増やしていくべき必要性が高い。旧稿（2015）において，「国立市緑川
東遺跡の石棒埋納された敷石住居関連（あおやぎ園 SB2土坑 2層出土）の称
名寺1a 式に相当する石井寛の 1期（報告書35図104）の口縁部破片の土器内
面付着炭化物の測定結果を較正すると4520-4465cal BP（2570-2515 cal BC）
（53.2％），4450-4415cal BP（2500-2465cal BC）（42.2％）の確率分布の年代と
なる（小林・小澤・坂本2014）。その年代は，新地平編年で中期末13b 期に
位置づけている神奈川県綾瀬市伊勢山遺跡敷石住居出土の加曽利 EV 式土
器付着物とほぼ重なる年代である」と記したが，伊勢山例は加曽利EIV式
13b 期で，14a 期の緑川東遺跡の土器付着物の年代の方が4450-4415cal BP
（2500-2465 cal BC）（42.2％）と捉えるとやや新しい可能性があろう。
　 3）　上土棚遺跡測定結果と縄紋後期前葉から中葉の実年代
上土棚遺跡の測定値を土器型式の古い順に並べると，後期前葉堀之内 2
式中段階の土器内面付着物（KAK-8）が炭素14年代で3650±40
14C BP，同
じく堀之内 2式中段階の土器外面付着物（KAK-10）が3600±40
14C BP，後
期中葉の加曽利 B1式古段階とされる 4号住居から出土した柱穴内の炭化
材（KAK-165）が3540±50
14C BP，同じく 4号住居出土の果皮（KAK-C2）
が3530±50
14C BP，加曽利 B1式とされる土器内面付着物（KAK-19）が
3680±40
14C BPとなる。炭素14年代のみでみると加曽利B1式のKAK-19の
測定値がやや古い年代値となるが，過去の炭素14生成量の変動により，較
正曲線に波行があるためであり，較正年代として検討する必要がある。較
正年代でみると，図 8～10に2σの有効範囲で確率分布を示すように，堀
之内 2式の KAK-8は2140～1920cal BC（95.4％），同じく KAK-10は2050～
1880cal BC（89.9％），加曽利 B1式の KAK-19は2150～1950cal BC（90.4％），
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同じく加曽利 B1式の遺構に伴う炭化材 KAK-165が1990～1740cal BC
（91.1％），同じく果皮の KAK-C2は1980～1740cal BC（91.9％）の範囲に含
まれる年代である可能性が最も高い。KAK-19がやや古い年代値が測定さ
れていることになり，試料の量不足から安定同位体比を測定していない
が，可能性としては海洋リザーバー効果の影響により古い年代値が測定さ
れている可能性が疑われる。再採取の上，安定同位体比を測定する必要が
あるが，もともとの土器付着物が少なかったため，検討できる可能性は少
なく，現時点では保留しておかざるを得ない。その他の試料については，
整合的な測定結果を得たといえる。
関東地方の堀之内 1式土器の時期については神奈川県稲荷山貝塚の貝
層出土炭化材の測定結果（小林・坂本・松崎2005）が整合的であり，多摩
ニュータウン No.243遺跡の河道内に堀之内 1式新段階の土器がまとまっ
て廃棄されており，その土器付着物を複数測定した事例などもある（小
林・今村・坂本・陳2004）。
加曽利 B 式の年代測定については千葉県西根遺跡の埋没した河道中に，
時期ごとに廃棄ブロックをなして一括遺存していた土器群の付着炭化物を
もちいて，加曽利B1前半から加曽利B3式まで複数の測定がされている（小
林・坂本・尾嵜ほか2005）。
土器型式の型式変化を時間的変化の基準として，南関東地方の後期前
葉から中葉の年代測定結果を集成し配列すると表 5のようになる。これ
らを較正年代で推移を示すとおおよそスムーズに年代的変化が辿り得る。
なお，表 5の測定値の出典については小林2006・西本2008・小林2016a を
参照されたい。これらの集成データから，本稿での測定データが示す値
の前後を含めて堀之内 1式新段階～加曽利 B2式前半段階までの土器付着
物（ただし海洋リザーバー効果の影響があると考えられる試料を除く（小林・坂
本2015）），土器付着漆膜，遺構共伴炭化材・種実（貝層の層位を含む。層位
神奈川県綾瀬市内出土試料の炭素14年代測定研究
― 277 ―
JICS87_01-10_255-288_Y10_Kobayashi_CS6.indd   277 2017/09/15   16:25
的に混入した試料は除く）を抜き出し，IntCal13による較正年代確率分布を，
土器型式順および同一土器型式細別時期内は測定値順に配列すると，図11
のようになる。
図11　後期前葉から後葉にかけての較正年代の推移
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現時点における関東地方の後期初頭から中葉の実年代推定を示すとすれ
ば，表 6の様になると推定している（小林2017）。
以上，中期末葉～後期中葉のはじめにかけての重要な測定結果となっ
た。今後とも測定値を蓄積し，実年代の推定を果たしていきたい。
謝　辞
　本稿で用いた測定は，日本学術振興会科学研究費　平成14･15年度基盤研究
（A・ 1 ）（一般）「縄文時代・弥生時代の高精度年代体系の構築」（研究代表今
村峯雄　課題番号13308009）および平成16～20年度科学研究費補助金（学術
創成研究）「弥生農耕の起源と東アジア炭素年代測定による高精度編年体系の
構築―」（研究代表　西本豊弘　課題番号16GS0118）による。IntCal13による
解析は日本学術振興会科学研究費助成基盤研究（B）「炭素14年代測定による
縄紋文化の枠組みの再構築―環境変動と文化変化の実年代体系化」（課題番号
表 6　関東地方縄紋時代後期前半の土器型式別推定実年代
（小林2017）
土器型式 細別時期 推定暦年代cal BC 推定暦年代cal BP
称名寺 1 2540～2330 4490～4280
称名寺 2 2330～2285 4280～4235
堀之内 1 古 2285～2220 4235～4170
中-前半 2220～2160 4170～4110
中-後半 2160～2130 4110～4080
新 2130～2100 4080～4050
堀之内 2 古 2100～2000 4050～3950
中 2000～1970 3950～3920
新 1970～1950 3920～3900
加曽利B1 前半 1950～1880 3900～3830
後半 1880～1800 3830～3750
加曽利B2 前半 1800～1620 3750～3570
後半 1620～1575 3570～3525
加曽利B3 1575～1470 3525～3420
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25284153，研究代表小林謙一，平成25～29年度）でおこなった。さらに中央大
学人文科学研究所共同研究「考古学と歴史学」のなかで歴史的位置づけについ
て検討した。グラファイト作成から AMS 測定は，（株）加速器分析研究所に委
託した。対象資料については綾瀬市教育委員会には資料について使用許可をい
ただいた。また，綾瀬市教育委員会の小滝勉氏には資料についてご教示をいた
だいた。国立歴史民俗博物館の今村峯雄氏，坂本稔氏には測定および較正年代
の算出にご助力をいただいた。記して感謝したい。
註
 1） Christopher Bronk Ramsey, Sharen Lee. 2013. Recent and Planned 
Developments of the Program OxCal. Radiocarbon, Vol. 55, No. 2-3.
 OxCal online 　https://c14.arch.ox.ac.uk/oxcal.html（2015/3/20）
 2） 炭素・窒素比はモル比で標記する。
 ［炭素・窒素モル比］＝（［T-C（炭素重量％）］／12.011）／（［T-N（窒素
重量％）］／14.0067）
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